
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
７
月

５
日
、
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま

え
、
架
け
替
え
位
置
を
現
位
置

か
ら
約
６
０
０
ｍ
下
流
側
に
す

る
こ
と
を
決
定
し
た
。

【
概
要
】

路
線
名：

国
道
３
２
５
号
阿
蘇

大
橋

場
所：

熊
本
県
阿
蘇
郡
南
阿
蘇

村
立
野
～
河
陽

国
土
交
通
省
で
は
、
熊
本
地

震
に
よ
る
大
規
模
な
斜
面
崩
壊

で
、
通
行
不
能
と
な
っ
て
い
る

熊
本
県
南
阿
蘇
村
の
国
道
３
２

５
号
阿
蘇
大
橋
に
つ
い
て
、
直

轄
事
業
と
し
て
災
害
復
旧
事
業

を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
専
門
家
に
よ
る

技
術
検
討
会
を
設
置
し
、
被
災

状
況
か
ら
現
位
置
で
の
復
旧
が

困
難
な
た
め
架
け
替
え
位
置
の

と
し
て
い
る
。

【
概
要
】

○
場
所：

俵
山
ト
ン
ネ
ル
ル
ー

ト
（
県
道
熊
本
高
森
線
）
（
熊

本
県
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
河
陰
）

○
工
事
着
手
区
間：

俵
山
ト
ン

ネ
ル

○
工
事
着
手
内
容：

ト
ン
ネ
ル

補
修
工
事

こ
れ
ま
で
、
被
災
し
た
俵
山

ト
ン
ネ
ル
の
変
状
調
査
や
地
質

調
査
等
を
実
施
し
、
６
月
29
日

か
ら
俵
山
ト
ン
ネ
ル
の
補
修
工

事
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
た
。

補
修
工
事
は
年
内
の
完
了
を

目
標
と
し
、
ト
ン
ネ
ル
と
旧
道

を
活
用
し
、
南
阿
蘇
地
区
の
東

西
方
向
の
迂
回
路
強
化
を
図
る

国
土
交
通
省
で
は
、
熊
本
地

震
で
大
き
な
被
害
を
受
け
、
通

行
不
能
と
な
っ
て
い
る
俵
山
ト

ン
ネ
ル
ル
ー
ト
（
県
道
熊
本
高

森
線
）
の
西
原
村
小
森
か
ら
南

阿
蘇
村
河
陰
間
の
災
害
復
旧
に

つ
い
て
、
大
規
模
災
害
復
興
法

に
基
づ
く
直
轄
代
行
に
よ
り
進

め
て
い
る
。

ト
に
つ
い
て
、
６
月
28
日
に
道

路
が
通
る
概
ね
の
ル
ー
ト
を
提

示
し
、
地
域
の
方
の
意
見
を
聴

い
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
を

踏
ま
え
、
７
月
６
日
に
北
側
復

旧
ル
ー
ト
を
決
定
し
た
。

国
土
交
通
省
は
、
熊
本
地
震

に
よ
る
大
規
模
な
斜
面
崩
壊
で

通
行
不
能
と
な
っ
て
い
る
国
道

57
号
阿
蘇
大
橋
地
区
（
熊
本
県

阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
）
の
災
害
復

旧
事
業
で
あ
る
北
側
復
旧
ル
ー

国道325号阿蘇大橋架け替え位置

国道57号北側復旧ルート

熊
本
地
震
に
よ
る
災
害
復
旧

作
業
の
た
め
に
一
部
閉
鎖
し
て

い
た
、
九
州
自
動
車

熊
本
Ｉ

Ｃ
と
国
道
57
号
を
結
ぶ
ラ
ン
プ

の
通
行
制
限
を
６
月
27
日(

月)

に
解
除
し
た
。

《
熊
本
地
震
関
連
情
報
は
２
面

に
続
く
》

俵山トンネルルートの状況俵山トンネルルートの状況
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